
令和８年４月 13日 

三重県教育委員会事務局 

教育総務課 

県立学校校務支援システムの更新および運用保守業務委託 

に関する情報提供依頼（RFI） 

 

 三重県教育委員会事務局（以下「本県」という。）では、平成 28 年度に三重県統一校務

支援システムの構築を行い、令和３年度に同じシステムにて更新を行っており、令和 10年

３月末までの契約となっています。 

 次期システムに当たっては、現状の機能を継承するとともに、以下の課題なども解消す

るシステムの検討を行っています。 

 つきましては、別添の現行契約の仕様書を確認の上、下記のとおり、見積書及び提案書

を提出いただきますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 現行契約について 

（１）三重県統一校務支援システム 

   本県では、平成２８年度に県立高等学校においてアルプ株式会社（現ＳＡＴＴ）の

賢者を導入しており、令和３年度に同システムの更新を行いました。特別支援学校で

は令和６年度から、県立夜間中学校では令和７年度から稼働しています。 

   令和５年度に校務支援システムと連携する、保護者連連絡システム（すぐーる）を

導入しており、日常的な学校からの連絡を送付できることに加え、ユーザー管理・欠

席情報連携・通知表等各種帳票送付などを校務支援システムと連携しています。 

   校務支援システムへのログインには、本県のデータセンターに設置しているＡＤサ

ーバと連携し、ＳＳＯを行っています。 

   なお教職員間の情報共有（連絡・掲示板・ファイル共有）は Microsoft365(SharePoint、

Teams)を利用し構築済みであるため調達の範囲外とします。 

 

２ 新システムでの要件・要望 

（１）システムのクラウド化 

   現行システムは、本県のデータセンターにサーバ等を構築し、各校は、ＶＰＮを利

用しアクセスをしています。 

 現在各種システムのクラウド化を文部科学省が進めていることもあり、新システム

ではクラウド上に構築されたシステムを想定しています。 

   構築基盤に当たっては、政府情報システムのためのセキュリティ評価制度（ISMAP）

に基づき、安全性の評価を受けたクラウドサービスを利用することを想定しています。 

 

（２）ログイン認証に Microsoft Entra ID を利用 

   本県では令和５年度に Microsoft365 A3 + A5 Securityによる条件付きアクセスな

どを利用したクラウド環境の構築を行っています。この認証機能により、新システム

を安全に利用できる環境を構築したいと考えています。 

   また、アクセス場所を問わず在宅等でも利用可能となるように進めたい。 

 



（３）入試・出願システムの効率化 

   本県では、現行システムの構築当初より入試管理機能を備えており、志願者データ・

調査書データ・検査結果の入力、合否確定処理、各種帳票の出力などを行っています。 

   令和３年度からは、県の電子申請・届出システムを利用した出願システムを稼働し、

受検者の出願手続きや、中学校からの調査書の送付を電子システムで行っており、令

和６年度からは選抜手数料の納付も併せてシステムで行っています。 

   ただし、各システムのデータが連携されていないため、中学校では出願校毎に調査

書データのファイルを作成する必要があり、高校ではそれらのデータを集約していま

す。受検者である中学生の作業は効率化されたが、中学校・高校の教職員については、

業務改善の余地が残されている状態です。 

 

（４）その他機能 

ア 文書管理 

県立学校における公文書の作成、承認、保存及び保管の処理の電子化を検討したい。

また、公文書件名目録等のデータは、県知事部局の「総合文書管理システム」と連携

させたい。 

 

イ 勤務時間管理 

教職員の勤務時間（通常勤務を超える在校時間等）の管理は、各自が学校内のネッ

トワークに接続した端末で打刻しているが、手当の発生する校外業務等では後日あら

ためて別システムでの処理が必要となるなど、効率的なシステムとはなっていません。 

 

３ 実施スケジュール案 

   調達に当たっては、構築（１年）＋利用（５年）の契約を想定しています。また、契

約期間終了後に１年単位の契約更新を行うことがあります。 

   令和９年４月   公告 

   令和９年５月   契約 

   ～令和１０年３月 構築・研修 

   令和１０年４月  利用・保守業務開始 

   ～令和１５年３月 契約期間終了 

 

４ 参考資料 

（１）本県で利用しているシステムは以下のような構成となっています。提案の際の参考

としてください。 

   ・【現行システム】メニュー一覧 

   ・【現行システム】帳票一覧 

（２）次期システムの機能として内包・連携を希望する機能は以下のとおりです。提案の

際の参考としてください。 

   ・【次期システム】更新検討機能一覧 

 

 また以前の調達時の仕様書などを確認する際には下記のサイトから以下の項目を入力し

検索してください。 

 年度：平成 27年度 契約案件番号：401000151030203720 

三重県 入札情報サービスシステム（物件調達） 

https://mie.efftis.jp/24000/eps/public


５ 情報提供内容について 

（１）見積書 

 見積書は、貴社の任意様式とし枚数の指定はありません。ただし、印刷時の用紙サ

イズはＡ４とします。 

 各年度の必要内訳が分かるように作成してください。 

（２）提案書 

 提案書の提出は任意です。本業務では、現行契約の仕様書を本 RFI などにより頂い

た意見などをもとに更新したものにて業務を委託する予定です。仕様の改善点、仕様

書に記載のない項目または成功事例等がありましたら、ご提案をお願いします。提案

書は、貴社の任意様式とし枚数の指定はありません。ただし、印刷時の用紙サイズは

Ａ４とします。 

 

６ 情報提供資料の提出方法について 

（１）提出期限 令和８年５月１日（金） 

期間延長を希望される場合はその旨連絡ください。 

（２）提出先  三重県教育委員会事務局 教育総務課 教育 ICT化推進班 

（３）提出方法 持参、メール、または郵送 

 ［注意］  本県のメールシステムは、１通あたり２５Ｍバイト（エンコード後）ま

で受信可能です。また、スパムメール等に自動判定された場合には、受

信メールを開封できないため修正と再送をお願いすることがあります。 

（４）提出物  見積書（必須）、提案書（任意）を提出してください。 

提出物の形態と数量は、電子媒体１式とします。 

 

７ 注意事項 

（１）この情報提供依頼は、本業務の方向性を検討するための手段であって、契約を前提

としたものではありませんのであらかじめご了承ください。 

（２） 提案書の作成にあたって、既存資料やパンフレット等を活用いただいて構いません。 

（３）提案書についてご説明をいただける場合は、事前にご連絡をお願いいたします。 

（４）ご提供していただいた情報については、当組織内で使用するものであり、提案者の

断りなく第三者への配布は行いません。ただし、三重県情報公開条例（平成 11年三

重県条例第 42号）で定義する公文書になりますので開示請求があった場合は、請求

者に対して開示を行います。そのため、企業秘密等に該当し、非開示とする必要が

ある箇所については、その旨を記載してください。(提案書全てを非開示とする必要

がある場合についても、その旨を記載してください) 

（５）本情報提供依頼に係る資料の作成、提出等に要する費用は各提案者の御負担でお願

いいたします。 

（６）ご提供していただいた情報・資料につきましては、返却致しません。 

（７）ご提供していただいた情報に関して、後日問い合わせを行う場合があります。 

（８）本件にかかる県からの全ての情報については、第三者に対して開示または漏洩しな

いようお願いします。 

 

 

 

 



８ 本件対応窓口 

三重県教育委員会事務局 教育総務課 教育 ICT化推進班 担当：北川 

住所：〒514-8570 三重県津市広明町 13番地 

電話：059-224-3008 

電子メール：mejoho@pref.mie.lg.jp 

※ 本件にかかる質問、問い合わせについては、原則電子メールにてお願いします。 


